
鳥獣対策室　

農林業被害額の推移 （単位：千円）

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 対前年比

農業 794,203 733,950 706,846 641,800 618,790 550,842 540,704 499,503 495,984 475,898 96.0%

林業 470,389 414,208 362,562 324,490 317,586 285,268 254,723 240,387 245,907 254,739 103.6%

計 1,264,592 1,148,158 1,069,408 966,290 936,376 836,110 795,427 739,890 741,891 730,637 98.5%

（単位：千円、(  )内数値は構成比）

シカ イノシシ クマ サル その他獣類 鳥類 計

218,399 52,944 143,942 71,744 88,613 166,249
(29.4%) (7.1%) (19.4%) (9.7%) (11.9%) (22.4%)

234,387 45,041 144,363 71,016 84,064 151,766
(32.1%) (6.2%) (19.8%) (9.7%) (11.5%) (20.8%)

対前年比 107.3% 85.1% 100.3% 99.0% 94.9% 91.3% 98.5%

R２ 741,891

R３ 730,637

令和３年度 野生鳥獣による農林業被害の状況について（速報値）

【被害の状況】

【加害鳥獣の状況】

資料１

○ 令和３年度の野生鳥獣による農林業の被害額（速報値）は、約７億３千万円となり、対
前年比98.5％であった。
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○ 鳥獣別の加害状況は、ニホンジカによる農林業被害額が最も大きく、全体の32.1%を
占めている。次に多いのが鳥類(20.8%)で被害額は全て農業被害のもの。

○ 獣類による被害はツキノワグマとニホンザルが続き、それぞれ、全体の19.8%と9.7%

を占めている。なお、ツキノワグマは林業被害、ニホンザルは農業被害が主となって

いる。

○ ニホンジカ、ツキノワグマで被害が増加し、それ以外の獣種では減少した。
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（単位：千円）

佐久 上田 諏訪 上伊那 南信州 木曽 松本 北アルプス 長野 北信 計

農業 71,186 47,011 28,381 43,272 67,395 12,779 62,595 8,984 95,175 39,120 475,898
林業 5,471 594 22,581 6,125 167,606 26,439 7,871 420 184 17,448 254,739

計 76,657 47,605 50,962 49,397 235,001 39,218 70,466 9,404 95,359 56,568 730,637

対前年比 105.7% 89.8% 87.6% 94.9% 108.1% 103.6% 110.1% 94.9% 107.4% 63.8% 98.5%

佐久 上田 諏訪 上伊那 南信州 木曽 松本 北ｱﾙﾌﾟｽ 長野 北信 計

シカ 65,035 10,909 35,103 17,393 61,010 135 9,719 1,111 15,538 18,434 234,387
イノシシ 1,850 2,872 1,164 2,966 7,315 2,555 4,169 2,289 16,455 3,406 45,041

クマ 306 900 231 529 94,453 25,320 50 58 2,918 19,598 144,363

サル 389 0 1,352 8,015 27,204 8,070 13,523 1,222 6,985 4,256 71,016

計 67,580 14,681 37,850 28,903 189,982 36,080 27,461 4,680 41,896 45,694 494,806

（単位：千円）
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○ 野生鳥獣の地域別の農林業被害額（速報値）をみると、南信州で全体の32.2%が発生し、

次いで長野（13.1%）、佐久、松本の順に被害が大きい状況となっている。

【令和３年度地域別の農林業被害の状況】

○ ニホンジカ被害は、佐久、南信州、諏訪の順で被害が大きく、この３地域で全体の68.8%

を占める。

○ イノシシ被害は、主に農作物の被害であるが、長野、南信州で全体の52.8%を占める。

○ ツキノワグマ被害は、南信州、木曽、北信での立木の皮剥ぎ被害が主で全体の96.5%を

占める。

○ サル被害は、主に農作物の被害であるが、南信州で全体の38.3%を占める。

【令和３年度地域別の加害獣別農林業被害】（主な獣類のみ）
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（単位：千円）

シカ イノシシ クマ サル その他獣類 鳥類 計

農業 141,777 43,509 7,764 67,726 63,356 151,766 475,898

林業 92,610 1,532 136,599 3,290 20,708 0 254,739

計 234,387 45,041 144,363 71,016 84,064 151,766 730,637

【令和３年度加害獣別の農林業被害の状況】
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